
２月３日 「節分」と「立春」 
 
  季節を表す言葉には、１年を４つに分け、春・夏・秋・冬
と表すことは皆さんも良く知っていると思います。 
では、１年を 15日ごとに 24 に分けて、季節を表す言葉を

知っていますか。前にも話したことがありますが「24節季（に
じゅうしせっき」と言います。そして、24節季の始まり、ス
タートが今日の２月３日の「立春（りっしゅん）」です。「春」
のスタートとされています。 
立春の前の日、２月２日は何の日か知っていますか。そう

です「節分」です。ちょうど、冬から春の季節に向かって、
季節の分かれ目ということで「節分」と言われています。 
節分ではどんな行事がありますか。そうですね、「豆まき」

です。「鬼は外、福は内」と掛け声を上げて豆をまきます。災
いを追い払い、幸福を呼び込もうという意味が込められてい
ます。節分の行事に合わせて、各地域ではいろいろなものが
行われています。例えば、恵方巻を食べる、イワシの頭を飾
る、柊（ひいらぎ）を玄関に飾るなどです。いずれも、昔か
ら行われているもので、願い事や幸福を呼び込むものです。 
さて、皆さんの心の中にいる、鬼はどんな鬼があるでしょ

う。なまけ鬼、いじわる鬼、夜更かし鬼、ゲーム鬼など、自
分の成長をとめてしまう鬼がいるかもしれません。もし、そ
のような鬼がいたら、節分の機会に鬼退治をしていきましょ
う。 
まだまだ厳しい寒さは続きますが、校庭の木を見てみると、

枝の先、木の芽が膨らんできています。春に向けて寒さに耐
えながら準備をしています。そして、梅の花が咲き始めると
かわいい鳥が飛んできます。すずめより小さい、緑色で目の
周りが白い鳥です。そうです、「めじろ」です。生き物も春を
待っているんですね。 


